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安
全
・
安
心
な
北
名
古
屋
市
を

市
民
と
と
も
に

　

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
平
成
24
年
の
新
春
を
迎
え
、
市
民
の

み
な
さ
ま
に
は
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
東
北

地
方
沿
岸
部
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
、
日
本
国
民

が
深
い
悲
し
み
に
包
ま
れ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
改
め
て
、
被

災
さ
れ
た
み
な
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
す
べ
て
の
方
が
一
日
も
早
く
平
穏
な
暮
ら
し
に
戻
ら
れ
る
よ

う
願
っ
て
お
り
ま
す
。
市
で
は
今
後
と
も
可
能
な
限
り
復
興
の
た

め
の
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

世
界
経
済
で
は
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
に
端
を
発
し
た

世
界
金
融
危
機
、
そ
の
後
の
財
政
出
動
に
よ
り
主
要
先
進
国
で
は

財
政
赤
字
が
拡
大
し
、
債
務
残
高
が
増
加
し
ま
し
た
。
特
に
、Ｅ
Ｕ

を
中
心
に
、
国
に
対
す
る
信
用
リ
ス
ク
が
高
ま
り
資
金
調
達
が
厳

し
く
な
り
、
財
政
に
対
す
る
市
場
の
懸
念
が
拡
大
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
日
本
で
も
先
の
大
震
災
を
は
じ
め
、
幾
多
の
災
害
で
経
済
全

体
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
内
に
お
い
て

も
中
央
政
治
は
も
と
よ
り
地
方
政
治
も
混
と
ん
と
し
、
大
き
な
曲

が
り
角
に
差
し
か
か
っ
て
き
て
お
り
、
我
々
は
、
こ
の
よ
う
な
難

局
を
乗
り
切
る
た
め
に
英
知
を
集
結
し
、
市
民
の
み
な
さ
ま
方
の

負
託
に
応
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
、
効
率
よ
く
事
業
が
行
え
る
市

民
協
働
の
取
り
組
み
と
し
て
、
昨
年
創
設
し
ま
し
た
市
民
活
動
推

進
課
と
各
課
が
連
携
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
で
あ
る
市
民
の
み

な
さ
ま
が
お
互
い
の
役
割
と
責
務
を
認
識
し
、
助
け
合
い
、
人
と

の
つ
な
が
り
や
絆
を
大
切
に
、
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
厳
し
い
社
会
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
み
な

さ
ま
が
快
適
な
生
活
環
境
の
中
で
心
も
体
も
健
康
で
い
き
い
き
と

毎
日
を
過
ご
し
、
生
き
が
い
に
満
ち
た
幸
せ
な
暮
ら
し
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
今

後
と
も
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

新
し
い
年
が
み
な
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
希
望
に
満
ち
た
幸
多
き
年

と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

新 年 の

ご あ い さ つ

北
名
古
屋
市
長

長
瀬　

保
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市
民
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
希
望
に
満

ち
た
平
成
24
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
謹
ん
で

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
市
政
な
ら
び
に
市
議
会
の
運
営
に
対
し
、
温
か
い
ご

理
解
と
力
強
い
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
既
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
「
21
世
紀
は
地
方
の
時
代
」
の

時
流
の
な
か
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
自
己
決
定
と
自
己
責
任
の

範
囲
が
拡
大
し
、
自
立
性
と
自
主
性
が
求
め
ら
れ
る
時
代
と
な
っ

て
い
ま
す
。
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
市
議
会
の
果
た
す
べ
き

役
割
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
な
も
の
と
な
り
、
民
意
を
的
確
に

反
映
し
た
市
政
の
実
現
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

昨
今
の
厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
の
中
、
世
界
的
な
不
況
に
よ
る

景
気
低
迷
や
、
雇
用
情
勢
の
悪
化
な
ど
市
民
生
活
に
も
大
き
な
影

響
が
出
て
い
ま
す
。
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
と
そ
の
後
の
放
射
能

問
題
や
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
係
る
諸
問
題
が
今
後
の
市
民
生
活
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
、
先
行
き
の
見
え
な
い
状
況
で
あ

り
、
加
え
て
少
子
高
齢
化
や
厳
し
い
財
政
状
況
、
複
雑
・
多
様
化

す
る
市
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
な
ど
、
市
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
急

激
に
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
乗
り
切
る
た

め
に
も
将
来
に
わ
た
り
健
全
な
財
政
構
造
を
構
築
す
る
必
要
が
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
従
来
の
慣
例
に
と
ら
わ
れ
な
い
創
意
工
夫
と

努
力
を
積
み
重
ね
、
絆
を
大
切
に
安
全
・
安
心
に
生
活
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

議
会
と
し
ま
し
て
は
、
そ
の
権
能
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、「
開
か

れ
た
議
会
」、｢

討
論
す
る
議
会｣

、「
行
動
す
る
議
会
」
を
よ
り
克
明

に
展
開
し
、
市
民
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
議
会
と
し
て
最
善
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
本
市
議

会
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
こ
の
一
年
が
健
康
で
喜
び
と
幸
せ
に
満
ち
た
一
年

と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

絆
を
大
切
に
安
全
・
安
心
に

生
活
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
て

北
名
古
屋
市
議
会
議
長

牧
野　

孝
治
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市
で
は
、
東
西
庁
舎
間
を
運
行
す

る
シ
ャ
ト
ル
ワ
ゴ
ン
車
に
広
告
を
掲

載
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
者
を
募
集

し
ま
す
。

　

掲
載
す
る
広
告
の
内
容
等
に
条
件

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

広
告
方
法　

　

マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
等
を
車
体
側

面
と
後
面
に
貼
付（
広
告
は
広
告

主
の
責
任
と
負
担
で
作
成
し
て
く

だ
さ
い
）

規
格
お
よ
び
募
集
枠　

〇
側
面　

縦
45
セ
ン
チ×

横
30
セ
ン

チ 

２
か
所

〇
後
面　

縦
25
セ
ン
チ×

横
１
メ
ー

ト
ル  

１
か
所
、
縦
20
セ
ン
チ×

横

60
セ
ン
チ 

２
か
所

掲
載
料
金　

〇
側
面
・
後
面　

１
枠
１
万
２
０
０

０
円

掲
載
期
間　

　

４
月
１
日
〜
平
成
25
年
３
月
31
日

申
込
み

　

所
定
の
用
紙〔
総
務
課（
西
庁
舎
）

に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
〕に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
１

月
23
日（
月
）ま
で
に
総
務
課
へ
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
へ
。

ゲストランナー
中日ドラゴンズ

小田幸平 選手

ゲストランナー
中日ドラゴンズ

小田幸平 選手

20
12
年の走り初め！20

12
年の走り初め！

写真提供：
株式会社中日ドラゴンズ

　

市
体
育
協
会
で
は
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
健
康
の
保
持
や
人
々
と
の
交

流
を
目
的
と
し
て
、「
新
春
チ
ャ
レ
ン

ジ
マ
ラ
ソ
ン
」を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
選
手

を
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
招
待

し
、
マ
ラ
ソ
ン
終
了
後
に
サ
イ
ン
色

紙
抽
選
会
等
も
行
い
ま
す
。

　

ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
部
、
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
の
部
は
当
日
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

１
月
15
日（
日
）午
前
９
時

10
分
〜（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ　

文
化
の
森
広
場（
文
化
勤

労
会
館
東
）発
着

ジ
ョ
ギ
ン
グ　

　

距　

離　

２
・
５
キ
ロ

　

参
加
費　

１
０
０
円

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

距　

離　

１
・
５
キ
ロ

　

参
加
費　

１
０
０
円

※

マ
ラ
ソ
ン（
５
キ
ロ
・
10
キ
ロ
）の

参
加
受
付
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
体
育
協
会
事

務
局
☎（
25
）９
３
１
１
へ
。

※

当
日
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
ジ
ャ

ン
ボ
プ
ー
ル
☎（
25
）２
７
１
１

へ
。

　市では、会議や各課からの通知に使
用するための広告入り封筒を無償で提
供していただける事業者を募集します。
　掲載する広告の内容等に条件があり
ますので、詳しくは市のホームページ
をご覧ください。

規格および数量
　〇角型2号　4万枚
　〇長型3号　10万枚
申込み
　所定の用紙〔総務課（西庁舎）にありま
す。市ホームページからもダウン
ロードできます〕に必要事項を記入
し、1月23日（月）までに総務課へ。

　お問い合わせは、総務課へ。

やりまし
たーっ

!!
やりまし

たーっ
!!

やりまし
たーっ

!!
第
28
回

シャトルワゴン車に

広告を掲載しませんか

みなさん一緒に
走りましょう !!

広告入り封筒広告入り封筒
提供者募集提供者募集

確
定
申
告
の
所
得
控
除
が

　
　
　
　
　

受
け
ら
れ
ま
す
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国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
誰
も
が
加
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
社
会
保
障
制
度
で

す
。
老
後
の
生
活
や
事
故
・
病
気
に

よ
り
障
害
が
残
っ
た
と
き
な
ど
、
生

活
の
基
礎
と
な
る
べ
き
費
用
を
年
金

と
し
て
支
給
し
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
次
の
３
種
類
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。

◇
第
１
号
被
保
険
者

自
営
業（
農
林
漁
業
・
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
な
ど
）・
自
由
業
・
学
生
・

無
職
の
方
と
そ
の
配
偶
者

◇
障
害
者
控
除

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

が
、
所
得
税
な
ど
の
障
害
者
控
除
を

受
け
る
場
合
は
、「
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
」が
必
要
で
す
。

　

認
定
書
の
発
行
に
は
申
請
が
必
要

で
す
。
対
象
の
方
は
高
齢
福
祉
課

（
東
庁
舎
）へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対　

象

　

平
成
23
年
12
月
31
日
現
在
で
要
介

護
１
〜
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る
満

65
歳
以
上
の
方（
要
介
護
１
〜
３
は

障
害
者
控
除
、
要
介
護
４
、
５
は
特

別
障
害
者
控
除
）   

※

対
象
の
方
が
昨
年
中
に
死
亡
し
て

い
る
場
合
は
、
死
亡
時
の
現
況
に

よ
り
判
定
し
ま
す
。
ま
た
、
身
体

障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
方

は
、
手
帳
を
提
示
す
る
こ
と
で
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
お
む
つ
代
に
係
る
医
療
費
控
除

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

が
、
お
む
つ
代
に
係
る
費
用
の
医
療

費
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
領
収
書

と
医
師
が
発
行
す
る「
お
む
つ
使
用

証
明
書
」が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、

お
む
つ
代
に
係
る
医
療
費
控
除
を
受

け
る
の
が
２
年
目
以
降
の
方
は
、
医

師
の
証
明
書
の
代
わ
り
に
市
が
発
行

す
る「
お
む
つ
の
使
用
に
関
す
る
確

認
書
」を
確
定
申
告
書
に
添
付
す
る

か
、
申
告
の
際
に
提
示
す
る
こ
と

で
、
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

確
認
書
の
発
行
に
は
申
請
が
必
要

で
す
。
対
象
の
方
は
高
齢
福
祉
課

（
東
庁
舎
）へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対　

象

　

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
主
治
医
意

見
書
で
、「
寝
た
き
り
状
態
に
あ
る
こ

と
」お
よ
び「
尿
失
禁
の
発
生
の
可
能

性
が
あ
る
こ
と
」が
確
認
で
き
る
方

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福
祉
課

へ
。

※

加
入
手
続
き
な
ど
は
、
市
役
所
の

国
保
医
療
課（
東
・
西
庁
舎
）が
窓

口
で
す
。

◇
第
２
号
被
保
険
者

厚
生
年
金
保
険
・
共
済
組
合
な
ど
の

加
入
者

※

加
入
手
続
き
な
ど
は
、
会
社
を
通

じ
て
年
金
事
務
所
で
行
い
ま
す
。

◇
第
３
号
被
保
険
者

厚
生
年
金
保
険
・
共
済
組
合
な
ど
の

加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

※

加
入
手
続
き
な
ど
は
、
配
偶
者
の

会
社
を
通
じ
て
年
金
事
務
所
で
行

い
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
国
保
医
療
課

へ
。

ゲストランナー
中日ドラゴンズ

小田幸平 選手

西枇杷島警察署長
熊 﨑　正 信

新年のごあいさつ

20
12
年の走り初め！

　平成 24年の新春をお迎えになられたことを心よりお慶び申
し上げます。
　平素は、犯罪抑止活動や交通安全運動など警察活動の各般に
わたり格別のご理解とご協力を賜り、厚くお礼を申し上げます。
　昨年は、東日本大震災という未曾有の災害が発生し甚大な被
害を及ぼしましたが、国民の皆様による早期復興を合い言葉と
した多くの支援活動等が行われるなど、社会の絆がより強まっ
たと感じられる年でありました。 
　さて、当署管内の昨年の治安情勢を振り返りますと、犯罪の
発生については、自動車盗や部品ねらい等の自動車に関連する
窃盗事件が増加したほか、夜間住宅に侵入する忍び込みも増加
するなど、住民の皆様の体感治安が回復するまでには至ってい
ない現状にあり、誠に憂慮するところであります。その一方で
地域の皆様による自主防犯パトロールや市による防犯広報等を
積極的に推進していただいた結果、自転車盗の発生が大幅に減
少するなど、一定の成果を収めることができました。 
　交通事故の情勢につきましては、高齢者や子どもが関係する
交通死亡事故の抑止を第一に、関係機関・団体との緊密な連携
を図りながら、各種施策を講じてまいりました。その結果、地
域の皆様の交通事故抑止への意識もより高まりましたが、交通
事故死者ゼロの目標は成し遂げられず、残念ながら 2名の尊い
命が失われてしまいました（12月10日現在）。 
　また、昨年４月に愛知県暴力団排除条例が施行されました
が、警察といたしましては、今後とも暴力団の壊滅に向けて徹
底した取締りと暴力団排除活動を展開してまいりますので皆様
のご理解とご協力をお願いいたします。 
　本年は、昨年以上に署員一丸となり犯罪や事故のない「安
全・安心な地域社会の実現」を目指し、全力で治安維持にあた
る所存であります。どうか、皆様の一層のご支援を賜りますよ
うよろしくお願い申し上げます。 

やりまし
たーっ

!!
やりまし

たーっ
!!

広告入り封筒
提供者募集

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
へ

確
定
申
告
の
所
得
控
除
が

　
　
　
　
　

受
け
ら
れ
ま
す

確
定
申
告
の
所
得
控
除
が

　
　
　
　
　

受
け
ら
れ
ま
す

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
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＋

資 産 ＝ ＋負 債 純資産

〇今までの
　世代の負担

〇将来世代の
　負担

〇これまでに形
成された資産
（土地、貸付金、
資金 など）

貸借対照表（バランスシート）貸借対照表（バランスシート）

　　では、市民のみなさんに市の財政状況をよりよく理解していただくため、国が推奨し
ている「新地方公会計制度」に基づいて、22年度普通会計（一般会計と西春駅西土地区画整
理事業特別会計を合わせた会計）の財務４表を作成しました。
　資産内容や行政活動の効率性を検討できる指標として有効な財務４表を今後も継続して
作成し、より効率的で健全な行財政運営を実施していきます。
　お問い合わせは、財政課へ。

　貸借対照表は、会計年度末時点において、住民サービスを提供するため
に市が保有している資産とその資産をどのような財源で調達してきたかを
総括的に対照表示した一覧表です。貸借対照表の左側に「資産」を表示し、
右側に「負債」および資産と負債の差額である「純資産」を計上しています。

1,623億 　396万円

1,186億 5,410万円

326億 2,702万円

63億 6,874万円

3億1,937万円

2,364万円

11億    405万円

32億    704万円

5億 3,492万円

1,421万円

26億 1,757万円

18億 1,687万円

1,684億 7,541万円

資　産　（これまで積み上げてきた資産）
有形固定資産

生活インフラ・国土保全
（道路、橋りょうなど）

教育（学校など）

福祉（保育所、福祉センターなど）

環境衛生（環境保全センター、
　　　　　　  保健センターなど）

産業振興（用水路用地など）

消防（防火水槽など）

総務（庁舎など）

内　

訳

売却可能資産

投資及び出資金

貸付金・基金等・長期延滞債権など

資金

未収金など

資 産 合 計

公
共
資
産

投
資
等
流
動
資
産

負　債　（将来世代が負担する金額）
地方債

長期未払金

退職手当引当金

翌年度償還予定地方債

未払金

賞与引当金

151億 7,809万円

2,567万円

31億 7,317万円

12億 4,305万円

1億8,226万円

2億2,502万円

純資産　（今までの世代が負担した金額）

負債と純資産 の合計 1,684億 7,541万円

固
定
負
債

流
動
負
債

負債合計 200億 2,726万円

純資産合計11億 8,788万円 1,484億 4,815万円

各表で、同じ金額が
あるんだね。

●財務４表から こんなことがわかります●

それぞれの表で同じ基準を
用いているためです。
１年間のお金の流れが、
よりわかりやすく
なっています。

財務４表のイメージ図

　これまでに整
備した道路や施
設などを、資産
として金額で示
します。

貸借対照表貸借対照表 行政コスト計算書行政コスト計算書

資金収支計算書資金収支計算書 純資産変動計算書純資産変動計算書

資産 財源 人や物にかかるコスト

行政サービスで直接得た額

純経常行政コスト

前年度までの世代負担

行政サービスで直接得た額以外

今までの世代の負担

前年度末資金残高

今年度増減額

今年度末資金残高

北名古屋市の
財務４表を公表します
北名古屋市の
財務４表を公表します

純経常行政コスト

　　務４表とは、
①貸借対照表
②行政コスト計算書
③純資産変動計算書
④資金収支計算書　の総称です。
　本紙 12 月号で市の家計簿を
お知らせしましたが、これは、
単年度の決算状況を示したもの
です。対して、財務４表では、
これまで整備してきた資産とそ
の財源が一目でわかるようにな
っています。

市

財
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行政コスト計算書行政コスト計算書

資金収支計算書（キャッシュフロー計算書）資金収支計算書（キャッシュフロー計算書） 純資産変動計算書純資産変動計算書

前年度末純資産残高 1,508億 7,298万円

財源調達
195億 9,104万円

今年度末純資産残高

前年度末資金残高 12億2,844万円

当期収支 △4,056万円

経常的収支 34億　　31万円

（公共資産整備支出、国県補助金など）
△17億5,560万円

（投資及び出資金、地方債償還額など）
△16億8,527万円

今 年 度 末 資 金 残 高

（人件費、税収、国県補助金など）

公共資産整備収支

投資・財務的収支

内　

訳

（市税、地方交付税、国県補助金）

純経常行政コスト

11億 8,788万円 1,484億 4,815万円

△220億 1,587万円

　資金の流れを示すもので、資金の出入りの情報を「経
常的収支の部」「公共資産整備収支の部」「投資・財務的収
支の部」の３つの区分（活動）に分けて表示しています。

　市の純資産（資産から負債を引いた残り）が平成
22年度中にどのように増減したかを明らかにする
ものです。
　純資産の部は今までの世代が負担してきた部分で
す。1年間で純資産がどのような財源や要因で増減
したかがわかります。

経常費用（経常行政コスト） 227億 4,620万円

47億 9,708万円

81億 2,033万円

93億 7,217万円

その他のコスト （公債費など） 4億5,662万円

経常収益（使用料・手数料等） 7億 3,033万円

人にかかるコスト（人件費、退職手当引当金繰入など）

物にかかるコスト（物件費、減価償却費、維持補修費など）

移転支出的なコスト（他会計への支出、社会保障給付など）

純経常行政コスト（経常費用ー経常収益）

内　

訳

220億 1,587万円

　市の経常的な活動に伴うコストと使用料・手数料等の収入を示すものです。
資産形成に結びつかない１年間の行政サービスを提供するために要した経費の
金額を経常行政コストで表し、施設使用料など主に行政サービス提供の過程で
得られた受益者負担を経常収益で表しています。また、経常行政コストと経常
収益との差し引きで表される純経常行政コストは、民間企業の損益計算書で表
される利益の概念とは異なり、地方税や地方交付税といった一般財源で賄われ
なければならないコストを表しています。

●財務４表から こんなことがわかります●●財務４表から こんなことがわかります●

※表中の金額は表示単位未満を四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

　純資産は施設の老朽化等により１
年間で24億 2,483 万円分減少し
ました。純資産は、サービスを提供
するコストによって変動します。

　発生主義の考えに基づき、現金支
出を伴わない減価償却費などのコス
トも計上しています。

（＝ 純資産合計÷資産合計×100）

（＝ 地方債残高÷公共資産合計×100）

市民１人あたりの資産と負債

資　産 ＝ 206万4,321円　　
負　債 ＝ 　24万5,393円

道路や公園など、今までの世代による負担比率 

道路や公園など、将来の世代の負担比率 市民１人あたりの行政コスト

88.1 ％

10.1 ％27万 8,708円

※平成23年3月31日現在の人口（81,613人）で計算

施設使用料などの受益者負担額として8,949円をご負担い
ただき、差額分の26万9,759円を地方税や地方交付税とい
った一般財源で賄っています。

貸借対照表 行政コスト計算書

資金収支計算書 純資産変動計算書

公共資産のうち、将来の世代によって負担する割合がわかり
ます。なお、「地方債残高」には固定負債の「地方債」に流動負
債の「翌年度返還予定地方債」を加味します。

資産のうち、今までの世代によりすでに負担された分の割合
がわかります。

北名古屋市の
財務４表を公表します

当
期
変
動
高
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昨
年
秋
、
市
総
合
体
育
館
市
民

ホ
ー
ル
で
北
名
古
屋
市
女
性
の
会
主

催
の「
男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い
」が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

北
名
古
屋
市
女
性
の
会
は
、
勉
強

会
な
ど
を
開
き
会
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
り
な
が
ら
、
映
画
会
開
催
や

市
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

す
る
な
ど
精
力
的
に
活
動
。「
男
女
共

同
参
画
の
つ
ど
い
」は
、
男
女
が
対

等
に
社
会
を
形
成
し
て
い
く
と
い
う

意
識
の
啓
発
活
動
と
し
て
毎
年
秋
に

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は「
歌
う
弁
護
士
」と
し
て
人

気
を
博
す
る
大
塚
錥
子（
い
く
こ
）さ

ん
を
講
師
に
迎
え
て
オ
ペ
ラ
と
講
演

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
ま
ぶ
し
い

ほ
ど
の
華
や
か
な
衣
装
で
登
場
し
た

大
塚
さ
ん
は
弁
護
士
生
活
50
年
と
い

う
か
ら
驚
き
で
す
。
年
齢
を
超
越
し

た
伸
び
や
か
な
ソ
プ
ラ
ノ
で
な
じ
み

深
い
オ
ペ
ラ
数
曲
を
熱
唱
。「
椿
姫
」

は
男
女
の
人
権
問
題
、「
蝶
々
夫
人
」

は
子
ど
も
の
人
権
や
国
籍
問
題
、「
ド

ン
・
ジ
ョ
バ
ン
ニ
」は
セ
ク
ハ
ラ
問

題
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス

ト
ー
リ
ー
の
中
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
を
提
起
し
法

律
的
な
観
点
か
ら
指
摘
。

男
女
共
同
参
画
に
通
じ
る

事
柄
を
わ
か
り
や
す
く
講

演
さ
れ
ま
し
た
。

　

難
し
い
法
律
問
題
を
身

近
に
感
じ
な
が
ら
大
塚

ワ
ー
ル
ド
に
魅
了
さ
れ
た

ひ
と
と
き
で
し
た
。

▲「歌う弁護士」こと
　大塚　錥子さん

女
性
の
会
が

「
男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い
」を
開
催

女
性
の
会
が

「
男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い
」を
開
催

女
性
の
会
が

「
男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い
」を
開
催

女
性
の
会
が

「
男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い
」を
開
催

〜
オ
ペ
ラ
で
綴
る
法
律
の
お
話
〜

四
谷 
美
津
子 

記
者

　

駅
や
公
共
施
設
な
ど
で
Ａ
Ｅ

Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）が

設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、Ａ
Ｅ
Ｄ
は
ど
こ
に
で
も

あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
今
回
は
畑
で
人
命
救
助
さ

れ
た
富
田
由
伎
子（
よ
し
こ
）さ

ん
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

　

富
田
さ
ん
は
自
宅
近
く
の
畑

で
、
顔
が
真
っ
青
に
な
り
苦
し

ん
で
い
る
近
所
の
男
性
を
発
見

し
ま
し
た
。
男
性
が
呼
び
か
け

に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
、
原
因
が
脳
で
は
な
く
心
臓

に
あ
る
と
判
断
し
た
富
田
さ
ん

は
、
男
性
の
シ
ャ
ツ
の
ボ
タ
ン

を
外
し
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

開
始
。
そ
の
間
、
近
く
に
い
た

方
に
１
１
９
番
を
頼
み
、
救
急

車
の
到
着
ま
で
ず
っ
と
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
続
け
ま
し
た
。

男
性
は
、
倒
れ
て
か
ら
病
院
に

搬
送
さ
れ
る
ま
で
の
間
ほ
と
ん

ど
記
憶
が
な
か
っ
た
そ
う
で
す

が
、
富
田
さ
ん
の
的
確
な
判
断

と
早
期
の
処
置
に
よ
り
、
元
気

に
回
復
し
ま
し
た
。

　

富
田
さ
ん
は
、
当
時
の
状
況

を「
無
意
識
だ
っ
た
の
で
全
く

覚
え
て
い
ま
せ
ん
。
無
我
夢
中

で
し
た
」と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
も
し
私
が
そ
の
場
に
い
た

ら
、
果
た
し
て
冷
静
な
判
断
が

で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

　
「
心
臓
を
患
っ
た
家
族
が
い

た
の
で
今
回
対
応
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
人
の
命
は
そ
ん
な
簡

単
に
失
う
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
人
と
し
て
当
た
り
前
の
こ

と
を
し
た
だ
け
で
す
」と
い
う

富
田
さ
ん
の
言
葉
が
と
て
も
印

象
に
残
り
ま
し
た
。

▲男性が倒れていた畑。周囲にAEDはな
く、富田さんの冷静な判断が男性の命
を救いました。

慌
て
ず
冷
静
な
判
断
を

小
金
澤 

愛 

記
者

と
っ
さ
の
判
断
が
救
っ
た
１
つ
の
命
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V I V A！き た な ご や

モニュメントを寄付していただきました。

ふれあいフェスタ
健康ドーム

金婚祝賀式
総合体育館

人権擁護委員による人権教室
西春小学校

ビジネスマッチング事業（清須市・北名古屋市商工会主催）
ＡＲＣＯ清洲

消防団観閲式
西春中学校

　株式会社真誠様（片場）から、会社創立５０周年を記念
して、市にモニュメントを寄付していただきました。
　「赤ん坊のもつ生命力と存在感を表した」というモニュ
メントは、西春駅東口のロータリー東側歩道に設置され、
通勤や通学、買物で行き交う人々に、明日への希望と生
きる力を与えてくれることでしょう。

12
6

20
11

23
11

11
25

2
12

女
性
の
会
が

「
男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い
」を
開
催

女
性
の
会
が

「
男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い
」を
開
催

「明日へ」
制作者：長谷部尚子
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小
・
中
学
生

　
　
　

総
合
体
育
館
無
料
開
放

ア
リ
ー
ナ

▼
と
き
＝
毎
週
土
曜
日
午
前
9
時
〜
正
午

※
人
数
が
多
い
場
合
は
お
断
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

卓
球
室（
市
民
ホ
ー
ル
）

▼
と
き
＝
毎
週
土
曜
日
午
前
9
時
〜
正

午
。
た
だ
し
、
１
月
７
日
は
除
く
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室（
中
学
生
の
み
）

▼
と
き
＝
毎
週
土
曜
日
午
前
9
時
〜
正
午

※
保
護
者
も
無
料
で
す
。
室
内
用
シ
ュ
ー

ズ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
総
合
体
育
館

　

文
化
財
防
火
訓
練

　

毎
年
１
月
26
日
は「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

で
す
。
文
化
財
を
火
災
や
震
災
、
そ
の
他

の
災
害
か
ら
守
る
た
め
、
全
国
的
に
文
化

財
防
火
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
国
指
定
重
要
文
化
財
「
高

田
寺
本
堂
」
に
お
い
て
文
化
財
防
火
訓
練

を
行
い
ま
す
。
貴
重
な
文
化
財
を
後
世
に

残
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い

き
ま
す
。

▼
と
き
＝
１
月
26
日（
木
）午
前
９
時
〜
▼

と
こ
ろ
＝
高
田
寺
▼
問
合
せ
＝
歴
史
民
俗

資
料
館

　

も
え
の
丘　

青
空
市
場

▼
と
き
＝
１
月
8
日（
日
）午
前
８
時
30
分

〜
▼
と
こ
ろ
＝
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
え

の
丘
東
側
▼
内
容
＝
野
菜
な
ど
の
販
売

（
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
）※
環
境
保

護
の
た
め
、
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。
▼
問
合
せ
＝
社
会
福
祉
協
議

会
本
所

　

西
春
日
井
地
域
「
福
祉
の
店
」

▼
と
き
＝
１
月
18
日（
水
）
〜
23
日（
月
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
▼
と
こ
ろ
＝
ア
ピ

タ
名
古
屋
空
港
店
３
階
▼
内
容
＝
西
春
日

井
地
区
の
障
害
者
施
設
で
作
ら
れ
た
手
芸

品
、
花
や
野
菜
の
苗
、
陶
芸
作
品
、
パ
ン
、

ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
販
売
▼
問
合
せ
＝
尾
張

中
部
福
祉
の
杜
☎（
22
）１
１
２
３

　

い
き
い
き
健
康
ク
ラ
ブ
定
例
会

　
　
　
　
　
《
老
人
ク
ラ
ブ
西
地
区
》

▼
と
き
＝
1
月
18
日（
水
）午
前
10
時
30
分

〜
午
後
3
時
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
勤
労
会
館

午
前
の
部

▼
講
演
＝
「
本
当
の
幸
福
を
求
め
て
」
▼

講
師
＝
柴
田
真
成
氏（
高
田
寺
住
職
）

午
後
の
部（
会
員
以
外
の
観
覧
も
可
）

▼
演
芸
＝
日
本
舞
踊
、
歌
謡
舞
踊
▼
出
演

者
＝
宗
家
西
川
流
西
川
扇
左
条
社
中
▼
参

加
費
＝
３
０
０
円
▼
持
ち
物
＝
出
席
簿
▼

問
合
せ
＝
高
齢
福
祉
課

　

成
人
の
つ
ど
い

▼
と
き
＝
１
月
７
日（
土
）午
前
10
時
〜
11

時
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
勤
労
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
対
象
＝
平
成
３
年
４
月
２
日
〜
平
成
４

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
※
本
市
に
住
民

登
録
が
な
い
方
も
参
加
で
き
ま
す
。当
日
、

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
▼
問
合

せ
＝
生
涯
学
習
課

　

名
古
屋
芸
術
大
学
演
奏
会

○
平
成
23
年
度
研
究
生
修
了
演
奏
会

▼
と
き
＝
２
月
３
日（
金
）午
後
６
時
〜
▼

と
こ
ろ
＝
電
気
文
化
会
館　

ザ
・
コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル（
名
古
屋
市
中
区
栄
２-

２-

５
）▼
内
容
＝
研
究
生
に
よ
る
独
奏

○
第
10
回
歌
曲
の
夕
べ

▼
と
き
＝
２
月
８
日（
水
）午
後
６
時
30
分

〜
▼
と
こ
ろ
＝
電
気
文
化
会
館　

ザ
・
コ

ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル（
名
古
屋
市
中
区
栄
２

-

２-

５
）▼
内
容
＝
選
抜
学
生
に
よ
る
独

唱○
大
学
院
音
楽
研
究
科
特
別
演
奏
会

▼
と
き
＝
２
月
９
日（
木
）午
後
５
時
30
分

〜
▼
と
こ
ろ
＝
電
気
文
化
会
館　

ザ
・
コ

ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル（
名
古
屋
市
中
区
栄
２

-

２-

５
）▼
内
容
＝
大
学
院
生
に
よ
る
独

奏▼
入
場
整
理
券
＝
１
月
17
日（
火
）か
ら
文

化
勤
労
会
館
、
東
公
民
館
、
生
涯
学
習
課

（
東
庁
舎
）で
１
人
２
枚
ま
で
配
布
し
ま

す
。

健康ドーム子育て支援室　☎（22）7601
東子育て支援センター　☎（26）7763
西子育て支援センター　☎（25）5155
北子育て支援センター　☎（22）5517
南子育て支援センター　☎（22）5677

「市民ミュゼ誕生」「市民ミュゼ誕生」

～市民が創る、市民の資料館～～市民が創る、市民の資料館～

歴史民俗資料館　特別展歴史民俗資料館　特別展

と　き　1月29日（日）まで
ところ　歴史民俗資料館
と　き　1月29日（日）まで
ところ　歴史民俗資料館

　歴史民俗資料館の展示は、市民のみなさ
んからの寄贈によって成り立っています。
昭和時代の数多くの生活資料が、みなさん
の手によって寄贈され、歴史民俗資料館に
おいて保存、展示することができました。
　今回の展示会では、より市民の視点で本
市の歴史、伝統、文化財などを展示するこ
とを目的としました。市内には、まだ広く
知られていないこの地域固有の文化や伝統
が残されています。また、代々家に伝わっ
てきた品、コレクション、懐かしい思い出
の品なども展示しています。

　歴史民俗資料館の展示は、市民のみなさ
んからの寄贈によって成り立っています。
昭和時代の数多くの生活資料が、みなさん
の手によって寄贈され、歴史民俗資料館に
おいて保存、展示することができました。
　今回の展示会では、より市民の視点で本
市の歴史、伝統、文化財などを展示するこ
とを目的としました。市内には、まだ広く
知られていないこの地域固有の文化や伝統
が残されています。また、代々家に伝わっ
てきた品、コレクション、懐かしい思い出
の品なども展示しています。

問合せ　歴史民俗資料館問合せ　歴史民俗資料館



平成24年　1月11

　

図
書
館
・
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
　
　
　
《
今
月
の
休
館
日
》

▼
と
き
＝
１
月
１
日（
日
）
〜
４
日（
水
）・

10
日（
火
）・
16
日（
月
）・
23
日（
月
）・
30

日（
月
）・
31
日（
火
）

　

図
書
館　
《
今
月
の
催
し
》

○
東
図
書
館

こ
ど
も
映
画
会

▼
と
き
＝
第
２
日
曜
日
午
前
10
時
30
分
〜

サ
ン
デ
ー
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

▼
と
き
＝
第
３
日
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜

紙
芝
居
会

▼
と
き
＝
第
１
土
曜
日
午
後
２
時
〜

お
話
会

▼
と
き
＝
第
３
土
曜
日
午
前
11
時
〜

▼
問
合
せ
＝
東
図
書
館

○
西
図
書
館

シ
ア
タ
ー
上
映
会

▼
と
き
＝
第
４
日
曜
日
午
後
２
時
〜

お
話
会

▼
と
き
＝
第
２
・
３
・
４
土
曜
日
午
前
11
時

〜▼
問
合
せ
＝
西
図
書
館

　

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

▼
と
き
＝
１
月
21
日（
土
）午
後
3
時
〜
3

時
30
分
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
勤
労
会
館
会
議

室
▼
対
象
＝
5
歳
以
上
の
方
▼
内
容
＝

ゆ
っ
た
り
と
み
な
さ
ん
に
語
り
か
け
る
お

話
会
で
す
。
▼
問
合
せ
＝
西
図
書
館

　
「
お
ぼ
え
よ
う

　
　
　
　
　

北
名
古
屋
体
操
」

▼
と
き
＝
１
月
20
日（
金
）午
後
１
時
15
分

〜
３
時
、
２
月
14
日（
火
）午
後
１
時
15
分

〜
３
時
、
３
月
12
日（
月
）午
前
10
時
30
分

〜
11
時
45
分（
全
3
回
）※
1
回
の
み
の
参

加
も
可
能
で
す
▼
と
こ
ろ
＝
健
康
ド
ー
ム

▼
内
容
＝
北
名
古
屋
音
頭
の
曲
に
合
わ
せ

て
行
う
体
操
の
練
習
会
▼
持
ち
物
＝
運
動

の
で
き
る
室
内
用
シ
ュ
ー
ズ
、
お
茶
、
タ

オ
ル
▼
問
合
せ
＝
高
齢
福
祉
課
※
申
込
み

は
不
要
で
す
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　
「
ほ
っ
と
ひ
と
い
き

　
　
　
　
　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」

▼
と
き
＝
１
月
23
日（
月
）午
前
10
時
30
分

〜
午
後
０
時
30
分
▼
と
こ
ろ
＝
総
合
体
育

館
和
風
会
議
室
▼
対
象
＝
認
知
症
の
方
を

介
護
し
て
い
る
方
▼
講
演
＝
「
人
間
生

き
て
い
る
だ
け
で
あ
り
が
と
う
」
▼
講

師
＝
大
井
秀
樹
氏（
日
本
笑
い
学
会
笑
わ

せ
る
セ
ラ
ピ
ス
ト
）▼
申
込
み
＝
１
月
13

日（
金
）ま
で
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
高
齢
福
祉
課
内
・
東
庁
舎
）へ
。
※
送
迎

を
ご
希
望
の
方
は
事
前
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

　

総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

　
　
　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導

○
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導（
予
約
制
）

▼
と
き
＝
1
月
５
日（
木
）・
21
日（
土
）午

前
９
時
〜
午
後
１
時
、
8
日（
日
）午
後
１

時
〜
５
時
、
17
日（
火
）・
30
日（
月
）午
後

５
時
〜
９
時

○
体
力
測
定（
予
約
制
）

▼
と
き
＝
1
月
25
日（
水
）午
後
1
時
〜
5

時（
１
人
に
つ
き
40
分
間
）

※
１
回
に
つ
き
大
人
３
０
０
円
、
中
学
生

１
０
０
円
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
使
用
料
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
便
利
な
定
期
券
も
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
総
合
体
育
館

　

認
知
症
予
防

　
　

マ
イ
プ
ラ
ン
作
成

　

〜
マ
イ
ケ
ア
プ
ラ
ン
づ
く
り
〜

▼
と
き
＝
１
月
27
日（
金
）午
後
１
時
〜
３

時
30
分
▼
と
こ
ろ
＝
総
合
体
育
館
▼
対
象

＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
▼
内
容
＝
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
、
自
分
自
身
の

生
活
歴
や
意
向
を
、
家
族
や
介
護
者
に
理

解
し
て
も
ら
う
た
め
の
マ
イ
ケ
ア
プ
ラ
ン

を
作
成
し
ま
す
。
▼
講
師
＝
木
谷
尚
美
氏

（
金
城
大
学
准
教
授
）▼
申
込
み
＝
１
月
20

日（
金
）ま
で
に
高
齢
福
祉
課（
東
庁
舎
）

へ
。

市役所西庁舎・東庁舎、西庁舎分館、東庁舎分館、
社会福祉協議会本所（西庁舎分館内）　☎（22）1111
文化勤労会館　☎（25）5111
東公民館　☎（22）4560
東図書館・歴史民俗資料館　☎（25）3600
西図書館　☎（25）6406

健康ドーム　☎（23）7006
総合体育館　☎（24）0661
保健センター　☎（23）4000
総合福祉センターもえの丘　☎（26）2888
回想法センター（旧加藤家住宅内）　☎（24）5337

公共施設等の連絡先

と　き　２月５日（日）午前７時～午後5時
ところ　ヘブンスそのはらスノーワールド（長野県）
出　発　午前７時に市役所東庁舎南側駐車場を出発
対　象　ふれあいスポーツクラブ会員および市内在

住・在勤の親子（中学生以下は保護者同伴）
定　員　80人（先着順）　
参加費　○大人（高校生以上）5,000円
　　　　○子ども（中学生以下）4,000円
※スポーツクラブ会員の方は1,000円引き。レン
タルスキー・レンタルウェア料金（各 3,000 円）
と昼食代は参加費に含まれません。
申込み　１月５日（木）から16日（月）までに、参加

費（レンタル代）を持ってふれあいスポーツ
クラブ事務局（スポーツ課内・東庁舎）へ。

※電話での申込みはできません。

ふれあいスキー教室ふれあいスキー教室
　「ふれあいスキー教室」を開催します。
　インストラクターがレベルに応じて指導します。
親子や友だちと一緒に楽しみませんか。

　「ふれあいスキー教室」を開催します。
　インストラクターがレベルに応じて指導します。
親子や友だちと一緒に楽しみませんか。
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非
常
勤
職
員
募
集

○
交
通
指
導
・
交
通
安
全
管
理
員

▼
募
集
人
員
＝
1
人
▼
応
募
資
格
＝
お
お

む
ね
60
歳
以
下
の
健
康
で
、
普
通
運
転
免

許
証
を
所
有
し
て
い
る
方
▼
勤
務
内
容
＝

交
通
指
導
お
よ
び
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
調

整
、
自
転
車
の
撤
去
・
運
搬
等
▼
勤
務
日

＝
月
20
日
程
度
。
午
前
7
時
30
分
〜
午
後

4
時
30
分
の
間
で
7
時
間
▼
給
与
＝
交
通

指
導
…
時
給
９
８
０
円
、
交
通
安
全
管
理

…
時
給
９
０
０
円（
社
会
保
険
制
度
あ
り
）

▼
勤
務
開
始
月
＝
平
成
24
年
4
月
▼
申
込

み
＝
1
月
4
日（
水
）か
ら
31
日（
火
）ま
で

に
履
歴
書（
市
販
の
も
の
）を
持
っ
て
、
防

災
交
通
課（
西
庁
舎
）へ
。
※
郵
送
で
の
申

込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
一
般
事
務
員

▼
募
集
人
員
＝
１
人
▼
応
募
資
格
＝
健
康

で
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
方
▼
勤
務
内

容
＝
子
ど
も
手
当
制
度
の
窓
口
業
務
お
よ

び
支
給
事
務
▼
勤
務
日
＝
毎
週
月
〜
金
曜

日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
▼
勤
務
場
所
＝

市
役
所
東
庁
舎
▼
給
与
＝
時
給
９
０
０
円

（
社
会
保
険
制
度
あ
り
）▼
試
験
内
容
＝
事

務
適
正
検
査
、
面
接
▼
勤
務
開
始
日
＝
２

月
６
日（
月
）▼
申
込
み
＝
１
月
12
日（
木
）

ま
で
に
履
歴
書（
市
販
の
も
の
）を
持
っ
て

児
童
課（
東
庁
舎
）へ
。

　

予
備
自
衛
官
補
募
集

▼
採
用
種
目
＝
予
備
自
衛
官
補（
普
段
は

一
般
社
会
人
や
学
生
で
あ
る
方
が
所
定
の

訓
練
を
経
た
後
、
予
備
自
衛
官
と
し
て

採
用
さ
れ
る
制
度
で
す
）▼
応
募
資
格
＝

一
般
公
募
…
日
本
国
籍
を
有
す
る
18
歳

以
上
34
歳
未
満
の
方（
平
成
24
年
７
月
１

日
現
在
）、
技
能
公
募
…
18
歳
以
上
で
語

学
、
医
療
技
術
、
整
備
な
ど
の
国
家
資
格

等
、
保
有
す
る
技
能
に
応
じ
53
歳
〜
55
歳

未
満
の
方
▼
訓
練
手
当
＝
日
額
７
９
０
０

円
▼
試
験
日
＝
４
月
13
日（
金
）
〜
16
日

（
月
）の
間
の
指
定
す
る
１
日
▼
受
付
期
間

＝
１
月
11
日（
水
）
〜
４
月
４
日（
水
）▼

訓
練
開
始
＝
７
月
以
降
▼
申
込
み
＝
自
衛

隊
愛
知
地
方
協
力
本
部
小
牧
地
域
事
務
所

☎（
73
）２
１
９
０
へ
。

　

体
験
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
　

支
援
セ
ン
タ
ー
指
導
者
募
集

▼
活
動
内
容
＝
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
や
も
の

づ
く
り
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
行
う
体
験

活
動
の
指
導
▼
指
導
ま
で
の
流
れ
＝
セ
ン

タ
ー
へ
登
録
↓
保
育
園
や
学
校
が
登
録
リ

ス
ト
の
中
か
ら
希
望
す
る
活
動
を
セ
ン

タ
ー
へ
申
請
↓
セ
ン
タ
ー
か
ら
指
導
者
へ

指
導
の
要
請
↓
指
導
者
と
依
頼
者
で
日
程

な
ど
の
調
整
▼
申
込
み
＝
申
込
書（
生
涯

学
習
課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、生
涯
学
習
課（
東

庁
舎
）へ
。

　

放
送
大
学　

４
月
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
24
年
度
第
１
学

期（
4
月
入
学
）の
生
徒
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
放
送

を
通
じ
て
学
ぶ
遠
隔
教
育
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま

す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が

学
ん
で
い
ま
す
。

▼
出
願
期
限
＝
2
月
29
日（
水
）ま
で
▼
申

込
み
＝
電
話
で
放
送
大
学
愛
知
学
習
セ
ン

タ
ー
☎
０
１
２
０（
８
６
４
）６
０
０
へ
。

　

き
た
バ
ス

　
　
　
　

回
数
券
の
使
用
期
限

　

き
た
バ
ス
回
数
券
の
使
用
期
限
は
平
成

24
年
３
月
31
日（
土
）ま
で
で
す
が
、
使
用

期
限
を
過
ぎ
て
も
当
分
の
間
利
用
が
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
市
民
の

み
な
さ
ん
の
足
と
し
て
、
き
た
バ
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
防
災
交
通
課

募集内容　大道芸や伝統芸能など、ステージ上で
演技ができる方またはグループ

応募期限　１月20日（金）まで（当日消印有効）
申込み　はがきに、住所・氏名・参加予定人数・電話

番号・演技内容・コメントを明記し、市レ
クリエーション協会へ。ファクスでも受
け付けます。

住所：〒481-0003
        北名古屋市能田引免地40番地総合体育館内
        北名古屋市レクリエーション協会宛
ファクス：（23）0502

※主催者の選考で出演者を決定します。また、まつ
りの詳細は、決定次第出演者に連絡します。
問合せ　市レクリエーション協会事務局・佐藤
　　　　☎090（2770）7903

　4 月に開催される「桜まつ
り」のステージイベントへの参
加者を募集します。

　4 月に開催される「桜まつ
り」のステージイベントへの参
加者を募集します。

参加者募集参加者募集桜まつり桜まつり
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で
関
機
融
金
部
一

　
　　

必
に
え
替
り
切
の
へ
道
水
下
�
は
で
市

資
融
の
ど
な
費
事
工
備
設
水
排
る
な
と
要

の
方
る
す
望
希
を
資
融
ら
か
店
支
勝
師
行

成
平
�
を
付
受
の
み
込
申
規
新

23
年
12
月古

名
�
関
機
融
金
扱
取
の
他
�
お
な
�
た

�
店
支
勝
師
行
銀
京
中
�
店
支
勝
師
行
銀
屋

用
信
い
ち
い
�
店
支
春
西
庫
金
用
信
日
中

支
西
勝
師
・
店
支
勝
師
・
店
支
春
西
庫
金

た
い
用
利
ご
を
度
制
当
き
続
き
引
は
�
店

�
す
ま
け
だ

せ
合
問
▼

　

き
と
▼

時
９
前
午

15

す
了
終
に
め
早
を
内
案
�
り
よ
に
況
状
雑

け
だ
る
き
で
�
で
の
す
ま
り
あ
が
合
場
る

ま
�
い
さ
だ
く
し
越
お
に
で
ま
時
４
後
午

�
ん
せ
ま
い
て
し
設
開
は
日
曜
日
・
土
�
た

ろ
こ
と
▼

場
車
駐
※
�
内
山
金
ル
ナ
ス
ア
口
北
駅
合

利
ご
を
関
機
通
交
共
公
�
ん
せ
ま
り
あ
は

�
い
さ
だ
く
用

容
内
▼

告
申
�
助
補
成
作
の
書
告
申
定
確
た
し
用

交
の
紙
用
書
告
申
��
受
収
仮
�
付
受
の
書付

せ
合
問
▼

�
へ
１
１
５
３
�
１
５
９
�２
５
０
☎
課

の
時
行
発
書
明
証
税
納

　

い
さ
だ
く
力
協
ご
に
認
確
人
本

　

ま
す
り
な
に
者
請
申
な
正
真
�
は
で
県

個
の
層
一
�
し
止
防
を
求
請
な
正
不
た
し

書
明
証
税
納
�
め
た
る
図
を
護
保
報
情
人

て
せ
さ
を
認
確
人
本
に
際
の
請
申
付
交
の

で
人
本
人
請
申
で
口
窓
�
す
ま
き
だ
た
い

免
転
運
�
類
書
る
き
で
認
確
が
と
こ
る
あ

て
し
示
提
を
�
ど
な
証
険
保
康
健
�
証
許

�
す
ま
し
い
願
お
う
よ
す
ま
き
だ
た
い

　

人
請
申
�
は
合
場
る
す
請
申
が
人
理
代

で
要
必
が
状
任
委
の
ら
か
�
者
務
義
税
納
�

検
更
変
等
造
構
・
査
検
続
継
�
お
な
�
す

人
理
代
を
書
明
証
税
納
税
車
動
自
の
用
査

状
任
委
�
は
て
い
つ
に
合
場
る
す
請
申
が

�
ん
せ
ま
り
あ
要
必
は

�
い
さ
だ
く
参
持
ご
を
ど
な
書
証
収
領

ら
か
日
た
し
付
納
�
は
に
認
確
の
税
納
○

を
ど
な
書
証
収
領
�
は
合
場
る
す
請
申

�
い
さ
だ
く
参
持
ご

つ
に
税
業
事
人
法
び
よ
お
税
民
県
人
法
○

る
す
請
申
に
ぐ
す
後
付
納
告
申
�
て
い

え
控
の
書
告
申
と
書
証
収
領
�
は
合
場

だ
く
参
持
ご
を
�
の
も
る
あ
の
印
付
受
�

�
い
さ

せ
合
問
▼

グ
税
車
動
自
�
書
明
証
税
納
税
車
動
自

総
�
書
明
証
税
納
の
外
以
税
車
動
自
◇

�
へ
２
０
３
６
�
１
３
５
�

公共施設利用抽選会

ろことき　と名設施

 文化勤労会館

 大ホール（8月分）

 2月1日（水）受付 :午前８時35分～
 文化勤労会館

 エントランスホール
 大ホール以外（4月分）

 展示室・エントランスホール（5月分）

 東公民館 日1月2 ）分月4（ （水）受付 :午前8時50分～  東公民館 視聴覚室
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寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

北
名
古
屋
市
商
工
会
人
形
分
科
会
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
万
円

○
ふ
る
さ
と
納
税

　

松
岡
直
樹　

様　
　
　
　
　

３
万
円

　

匿
名　

様　
　
　
　
　
　
　

２
万
円

　

匿
名　

様　
　
　
　
　
　
　

１
万
円

　

共
同
募
金
に
ご
協
力

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

  

昨
年
10
月
１
日
か
ら
３
か
月
間
に
わ
た

り
展
開
さ
れ
た
共
同
募
金
運
動
に
は
、
市

民
の
み
な
さ
ま
を
始
め
、
た
く
さ
ん
の
事

業
主
様
や
各
種
団
体
の
み
な
さ
ま
の
ご
理

解
に
よ
る
心
温
か
い
善
意
と
ご
尽
力
に
よ

り
、
多
額
の
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ

の
募
金
は
、
地
域
の
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
に
配
分
さ
れ
、地
域
福
祉
向
上
の
た
め
、

有
効
適
切
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
好
意
に
対
し
、
心
よ
り

敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
本
年
も
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

北
名
古
屋
市
共
同
募
金
委
員
会

　
　
　
　
　

会
長　

高　

柳　

利　

清

　

入
札（
見
積
）参
加
資
格

　
　
　
　
　
　
　
　

審
査
申
請

　

西
春
日
井
広
域
事
務
組
合
、
水
道
企
業

団
、
衛
生
組
合
で
は
、
平
成
24
・
25
年
度

の
入
札（
見
積
）参
加
資
格
審
査
申
請
の
受

付
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
郵
送
で
の
申
請

は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
受
付
期
間
＝
２
月
６
日（
月
）
〜
10
日

（
金
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時
※
正
午
〜
午

後
１
時
は
除
く
。

○
西
春
日
井
広
域
事
務
組
合

▼
申
込
み
＝
指
定
様
式（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
西
春
日
井
広

域
事
務
組
合
消
防
本
部
総
務
課
☎（
22
）

４
９
１
２
へ
。

○
水
道
企
業
団

▼
申
込
み
＝
建
設
工
事
・
調
査
測
量
・
設

計
監
理
は
愛
知
県
標
準
様
式
に
準
ず
る
申

請
書
、
物
品
の
供
給
・
業
務
委
託
は
水

道
企
業
団
が
指
定
す
る
申
請
書（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
水
道
企
業

団
総
務
課
☎（
22
）１
２
５
１
へ
。

○
衛
生
組
合

▼
申
込
み
＝
建
設
工
事
・
調
査
測
量
・
設

計
監
理
は
愛
知
県
標
準
様
式
に
準
ず
る
申

請
書
、
物
品
の
供
給
・
業
務
委
託
は
衛
生

組
合
が
指
定
す
る
申
請
書（
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
衛
生
組
合
総
務

課
☎（
22
）３
５
８
１
へ
。

〜
市
保
養
施
設
利
用
補
助
制
度
〜

　

新
た
に
新
潟
県
妙
高
市
が

　
　
　

補
助
対
象
に
な
り
ま
す

　

市
で
は
、
市
が
指
定
す
る
施
設
で
の
宿

泊
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

新
た
に
新
潟
県
妙
高
市
の
「
妙
高
市
観

光
協
会
」
の
指
定
施
設
で
の
宿
泊
に
も
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
指
定
施
設
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課

〜
市
民
記
者
写
真
展
示
会
〜

　
「
市
民
記
者
の
眼
で
見
た

　
　
　
　
　
　
　
　

北
名
古
屋
」

○
文
化
勤
労
会
館

▼
と
き
＝
１
月
11
日（
水
）
〜
25
日（
水
）

正
午
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
勤
労
会
館
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

○
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
え
の
丘

▼
と
き
＝
１
月
26
日（
木
）
〜
２
月
８
日

（
水
）▼
と
こ
ろ
＝
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
も

え
の
丘
ふ
れ
あ
い
ア
ト
リ
ウ
ム

▼
問
合
せ
＝
人
事
秘
書
課

ペットは責任を持って飼いましょう

　ねこを飼っている方は、他人に迷惑をかけないようにしましょう。
○ねこにえさを与えている方は、ねこに避妊・去勢手術を行い、ねこ
用トイレを設置して周辺の美化に配慮するなど、近隣の方の迷惑に
ならないよう努めましょう。
○ねこを飼う場合には、交通事故や伝染病の感染を防ぐためにも室内
飼いをおすすめします。
　ねこに庭などを荒らされてお困りの方は、臭いや光るものに警戒す
るねこの習性を利用し侵入防止策を講じましょう。　　　　　　
＜ねこの侵入防止策＞
○粉末コショウ、細かく切った赤トウガラシ、市販のねこ寄らずなど
をねこの通り道にまく。
○不要になったCDを庭の中央やねこの通り道にぶら下げる。
○生ゴミの処理を確実にして荒らされないようにする。

　ふんの放置は、条例により禁止されています。
　ふんは飼い主の責任で必ず持ち帰りましょう。

ねこ

いぬ

問合せ　愛知県動物保護管理センター尾張支所
　　　　☎0586（78）2595または市環境課

問合せ　環境課
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子
ど
も
会
活
動
に
表
彰

　
「
第
49
回
愛
知
県
子
ど
も
会
大
会
」
に

お
い
て
、
日
ご
ろ
活
発
な
活
動
を
し
て
い

る
子
ど
も
会
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

○
優
良
子
ど
も
会（
県
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰
）
…
西
寺
領
子
ど
も
会

○
優
良
子
ど
も
会（
県
子
ど
も
会
連
絡
協

議
会
会
長
表
彰
）
…
グ
リ
ー
ン
シ
テ
ィ
子

ど
も
会

▼
問
合
せ
＝
児
童
課

　

名
古
屋
西
税
務
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
「
税
の
作
品
表
彰
」

　

名
古
屋
西
税
務
連
絡
協
議
会
は
、
昨
年

11
月
に
「
税
の
作
品
表
彰
」
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、名
古
屋
西
税
務
署
管
内
の
小
・

中
学
生
か
ら
応
募
さ
れ
た
税
に
関
す
る
作

文
６
５
２
点
、
習
字
４
６
５
２
点（
う
ち

北
名
古
屋
市
応
募
分
は
作
文
１
０
１
点
、

習
字
１
４
５
４
点
）か
ら
優
秀
作
品
を
選

出
し
た
も
の
で
、
北
名
古
屋
市
か
ら
は
8

人
に
賞
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

税
理
士
の

　
　
　
　

無
料
相
談
会

▼
対
象
＝
青
色
申
告
事
業
所
得
者

市
商
工
会
館（
旧
西
春
町
商
工
会
館
）

○
年
末
調
整
指
導

▼
と
き
＝
１
月
５
日（
木
）・
６
日（
金
）午

前
10
時
〜
午
後
４
時

○
決
算
指
導

▼
と
き
＝
１
月
25
日（
水
）・
26
日（
木
）・

27
日（
金
）午
前
10
時
〜
午
後
４
時（
た
だ

し
、
26
日
・
27
日
は
商
工
会
員
の
み
）

市
総
合
体
育
館

○
年
末
調
整
指
導

▼
と
き
＝
１
月
５
日（
木
）午
前
10
時
〜
午

後
４
時

▼
申
込
み
＝
市
商
工
会
館
☎（
25
）

０
０
０
１
へ
。

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」

　
　
　
　
　
　
　

感
謝
状
を
贈
呈

　
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
多

数
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

応
募
の
中
か
ら
審
査
し
た
結
果
、
次
の

方
々
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

○
今
村　

伸
子
様（
西
之
保
）

○
上
野　

三
郎
様（
鹿
田
）

○
大
津　

三
夫
様（
二
子
）

○
海
川　

清
子
様（
西
之
保
）

○
河
田　

千
尋
様（
熊
之
庄
）

○
北
部　

幸
一
様（
鹿
田
）

○
酒
井　

辰
雄
様（
宇
福
寺
）

○
瀨
倉　

博
様（
鹿
田
）

○
段　
　

治
代
様（
能
田
）

○
丹
羽　

里
子
様（
鹿
田
）

▼
問
合
せ
＝
環
境
課

　

窓
口
延
長

▼
西
庁
舎
＝
毎
月
第
１
・
３
金
曜
日
▼
東

庁
舎
＝
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日
午
後
7
時

30
分
ま
で
▼
内
容
＝
戸
籍
・
住
民
票
・
税

務
な
ど
の
証
明
書
発
行
、
印
鑑
登
録
、
市

税
な
ど
の
収
納

　

今
月
の
納
税

○
市
県
民
税　
　
　
　
　
　
　
　

第
４
期

○
国
民
健
康
保
険
税　
　
　
　
　

第
８
期

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　
　

第
７
期

▼
納
期
限
＝
１
月
31
日（
火
）ま
で
▼
問
合

せ
＝
収
納
課

　

保
育
料
の
振
替
《
１
月
分
》

　

預
貯
金
額
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
振
替
日
＝
１
月
６
日（
金
）▼
問
合
せ
＝

児
童
課

公共施設利用抽選会（体育・学校施設）

施設名 と　き ところ
 二子テニスコート（2月分）  1月7日（土）受付 : 午前8時30分～  総合体育館 市民ホール
 市民グラウンド・中学校グラウンド（師勝・訓原・
 西春・白木・天神中学校）夜間照明（2月分）

 1月7日（土）受付 : 午前10時～  総合体育館 大・小会議室

 学校施設（体育館・テニスコート）（2月分）  1月7日（土）受付 : 午前11時～  総合体育館 大・小会議室

西枇杷島警察署調べ

市内の交通事故発生状況

西枇杷島警察署調べ

市内の窃盗犯発生状況市内の窃盗犯発生状況

11 月 累 計

25件 252件
29件 308件
59件 605件

侵 入 盗
乗 物 盗
非侵入盗
侵入盗 : 空き巣、忍び込み等
乗物盗 : 自転車・自動車・オートバイ盗
非侵入盗 : 車上ねらい、部品ねらい、
　　　　  ひったくり等

人身事故数は死亡事故数を含む。

11 月 累 計

死亡事故

人身事故

物損事故

0件 1件
0人 1人

59件 544件
75人 691人
158件 1,963件

　

長
年
に
わ
た
る
保
護
司
活
動
が
認
め

ら
れ
、
褒
章
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　

　

長
年
に
わ
た
る
議
員
活
動
が
認
め
ら

れ
高
齢
者
叙
勲
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　 藍綬褒章

杉野 忠男 様
（鹿田）

旭日単光章
加藤 銀重 様
（石橋）

長
年
尽
力
さ
れ
た
功
績
に

 　
　
　
　

栄
え
あ
る
表
彰

長
年
尽
力
さ
れ
た
功
績
に

 　
　
　
　

栄
え
あ
る
表
彰
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子
ど
も
・
家
庭
１
１
０
番

　

県
で
は
、専
門
の
家
庭
支
援
相
談
員
が
、

子
ど
も
に
つ
い
て
の
悩
み
や
問
題
な
ど
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
毎
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
▼

連
絡
先
＝
☎
０
５
２（
９
５
３
）４
１
５
２

　

児
童
虐
待
相
談

　
「
児
童
虐
待
で
は
」
と
思
わ
れ
る
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、す
ぐ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分
▼
連
絡
先
＝
児
童
課

ま
た
は
県
中
央
児
童
・
障
害
者
相
談
セ
ン

タ
ー
☎
０
５
２（
９
６
１
）７
２
５
０

※
緊
急
の
場
合
は
、
市
役
所
☎（
22
）

１
１
１
１（
夜
間
対
応
可
）へ
。

　

教
育
相
談

　

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
、
学
校
教
育
に

関
す
る
悩
み
な
ど
の
相
談
に
、
電
話
や
面

接
で
応
じ
ま
す
。

▼
と
き
＝
毎
週
火
・
木
・
金
曜
日
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
▼
と
こ
ろ
＝
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
「
パ
レ
ッ
ト
」（
東
庁
舎
分
館
）▼

連
絡
先
＝
☎（
24
）４
１
５
２

　

い
じ
め
・
不
登
校
相
談

▼
と
き
＝
月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
▼
連
絡
先
＝
県
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
☎
０
５
２（
９
６
１
）０
９
０
０

　

子
育
て
相
談

　

子
育
て
の
不
安
や
悩
み
な
ど
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。

保
健
師
・
保
育
士
に
よ
る
電
話
相
談

▼
と
き
＝
月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
▼
連
絡
先
＝
☎（
22
）５
１
５
１

【
予
約
制
】

保
健
師
・
保
育
士
に
よ
る
面
接
相
談

▼
と
き
＝
月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
▼
連
絡
先
＝
☎（
22
）５
１
５
１

言
語
聴
覚
士
に
よ
る
発
達
相
談

▼
と
き
＝
月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
▼
連
絡
先
＝
☎（
26
）７
７
６
３

　

精
神
障
害
者
と

　
　
　

家
族
の
た
め
の
相
談

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
太
陽
で
は
、
精
神
に
障
害

を
有
す
る
方
の
自
立
と
社
会
参
加
の
促
進

を
目
的
に
、
職
業
生
活
を
体
験
で
き
る
機

会
や
場
所
の
提
供
、
日
常
生
活
の
支
援
や

困
り
ご
と
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
太
陽
☎（
25
）

０
６
３
１

　
「
あ
い
ち
食
育
い
き
い
き
検
定

　
　

ウ
イ
ン
タ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

　

県
で
は
、
食
育
を
楽
し
く
学
ん
で
い
た

だ
く
た
め
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
食
育
検
定
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
３
月
９
日（
金
）午
後
５
時
ま
で

▼
内
容
＝
栄
養
バ
ラ
ン
ス
、
地
域
の
特

産
物
な
ど
、「
食
」
に
関
す
る
25
問
の
設

問
に
選
択
形
式
で
解
答
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
８
割
以
上
の
正
解
で
合
格
と
な

り
、
希
望
者
に
は
合
格
証
を
発
行
し
ま

す
。
※
合
格
証
発
行
に
は
送
料
が
必
要
で

す
。
▼
受
検
方
法
＝
県
の
食
育
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
「
食
育
ネ
ッ
ト
あ
い
ち
」（http://

w
w
w
.pref.aichi.jp/shokuiku/sho

kuikunet/

）に
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
細
は
「
食
育
ネ
ッ
ト
あ
い
ち
」
で

ご
案
内
し
て
い
ま
す
。
▼
問
合
せ
＝
県
食

育
推
進
課
食
育
推
進
グ
ル
ー
プ
☎
０
５
２

（
９
５
４
）６
３
９
６

　

も
の
忘
れ
相
談

　

認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
脳
の

病
気
で
、
早
期
発
見
が
大
切
で
す
。
早
く

治
療
を
始
め
る
こ
と
で
、
病
気
の
進
行
を

遅
ら
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
医
師
が
相

談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
１
月
26
日（
木
）午
後
2
時
〜
4

時
▼
と
こ
ろ
＝
市
役
所
東
庁
舎
市
民
相
談

室
▼
対
象
＝
認
知
症
に
つ
い
て
心
配
ご
と

が
あ
る
方
▼
定
員
＝
4
人（
先
着
順
）▼
申

込
み
＝
１
月
19
日（
木
）ま
で
に
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
高
齢
福
祉
課
内
）へ
。

　

行
政
相
談

　

行
政
相
談
委
員
が
、
行
政
に
関
す
る
ご

意
見
や
ご
要
望
等
を
受
け
付
け
、
そ
の
解

決
や
実
現
の
促
進
、
行
政
運
営
の
改
善
等

を
図
っ
て
い
ま
す
。
▼
と
き
＝
１
月
18
日

（
水
）午
前
９
時
〜
11
時
30
分
▼
と
こ
ろ
＝

市
役
所
東
庁
舎
市
民
相
談
室
▼
問
合
せ
＝

総
務
課

育児への不安、いじめ、児童虐待など
気軽にご相談ください！

12月１日現在

82,049人   （－ 19）

41,247人   （－ 34）

40,802人   （+ 15）

総人口

男　性

女　性

世帯数 32,866世帯（+   1）

北名古屋市の人口
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各種相談をご利用ください。詳しくは、各窓口へ。

相 談 名 と　き と こ ろ 相 談 員 問 合せ
家庭・児童相談  随時 ８:30～ 17:00 市役所東庁舎分館 市の相談員 児童課

母子家庭等就業相談  1月19日（木） 10:00～ 15:30 ミーティングルー
ム（東庁舎） 県の就業相談員 児童課

母子自立支援相談  随時 10:00～ 16:00 市役所東庁舎分館 市の母子自立支援
員 児童課

青少年相談  随時 9:00～ 17:00 市役所東庁舎分館
青少年センター

青少年センター指
導員

青少年センター
※電話での相談可

心身障害者相談
 1月10日（火） 10:00～ 12:00 市民相談室（東庁舎） 身体障害者相談員

知的障害者相談員
社会福祉課・高齢福祉課
※電話での相談可

 1月25日（水） 10:00～ 12:00 市役所西庁舎分館
相談室

障害者就業相談  毎週月曜日 11:00～ 15:00 市役所西庁舎分館
相談室

尾張中部就業相談
員

社会福祉課
※予約制

法律相談

 1月12日（木）・26日（木） 
 9:00～ 12:00

総合福祉センター
もえの丘相談室

弁護士
社会福祉協議会本所
※予約制 1月4日（水）
　から受付開始
※相談時間１組30分

 1月19日（木）・2月2日（木）
 9:00～ 12:00

市役所西庁舎分館
会議室

司法書士相談
 1月17日（火）13:00～ 16:00 総合福祉センター

もえの丘相談室
司法書士

社会福祉協議会本所
※予約制 1月4日（水）
　から受付開始
※相談時間１組50分 2月7日（火）13:00～ 16:00 市役所西庁舎分館

相談室

心のケア相談  2月7日（火）9:00～ 12:00 市役所西庁舎分館
相談室

全日本カウンセ
リング協議会認
定カウンセラー

社会福祉協議会本所
※電話での相談可

ボランティア相談  1月18日（水） 13:30～ 15:30
総合福祉センターも
えの丘ボランティア
専用室

ボランティア活動
実践者、社会福祉
協議会職員

社会福祉協議会本所

心配ごと相談  1月10日（火） 9:00～ 12:00 市役所西庁舎分館
相談室 社会保険労務士等

社会福祉協議会本所
※電話での相談可
（混み合う場合は相談時
間に制限を設けること
があります）

住宅トラブル相談  1月17日（火） 10:00～ 12:00 市役所西庁舎分館
相談室

マンション管理士、宅
地建物取引主任者、
シニアライフアドバイ
ザー、測量士補

社会福祉協議会本所
※予約制 1月4日（水）
　から受付開始
※相談時間1組50分

不動産取引の悩みごと相談  1月19日（木） 13:00～ 16:00 市役所西庁舎分館
相談室

愛知県宅地建物
取引業協会会員 社会福祉協議会本所

福祉・介護の就職支援相談  1月20日（金） 10:00～ 16:00 市役所西庁舎分館
相談室

県福祉人材セン
ター キャリア支
援専門員

社会福祉協議会本所
※予約制 1月4日（水）
　から受付開始
※相談時間1組50分

消費生活相談  毎週水曜日 13:30～ 16:30 ミーティングルー
ム（東庁舎）

消費生活専門相
談員

商工農政課
※電話での相談可

求人情報提供職業相談・
職業紹介  随時 9:00～ 17:00 市役所西庁舎分館

地域職業相談室
職業相談員（地域
職業相談室担当）

北名古屋市地域職業相
談室　☎（24）8689

国民年金相談  随時 8:30～ 17:00 国保医療課（東・西
庁舎） 市職員 国保医療課（東・西庁舎）

※年金手帳持参

広聴相談（行政一般）  随時 9:00～ 17:00 会議室等（西庁舎） 市職員 人事秘書課
※予約制



お 知 ら せ
ヒブ・小児用肺炎球菌・子宮頸がん予防ワクチン接種
　予防接種費の一部を助成します。
　ワクチン接種の対象者で接種を希望する方は、市が指定す
る医療機関に直接お申し込みください（「市が指定する医療
機関」は、市ホームページでご確認いただくか、保健センター
へお問い合わせください）。
　なお、この実施期間前に接種した方や指定医療機関以外で
接種した方は、助成の対象になりません。
○ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチン
対　象　生後２か月から５歳未満のお子さん
実施期間　平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日まで
自己負担額　ヒブワクチン　　　１回につき２，５００円
　　　　　　肺炎球菌ワクチン　１回につき３，０００円
○子宮頸がん予防ワクチン
対　象　小学６年生から中学３年生までの方
実施期間　平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日まで
自己負担額　１回につき４,５００円
※実施期間内に１回目の接種が済んでいれば、２回目、３回目
の接種は学年をまたいでも、補助の対象となります。
問合せ　保健センター

ヘルスアップ教室
○お手軽ボール運動教室
と　き　１月１７日（火）・２４日（火）・３１日（火）午後１時３０
分～２時３０分
定　員　２０人（先着順）
○やさしいエアロビクス教室
と　き　１月１２日（木）・１９日（木）・２６日（木）、２月２日（木）

午後１時３０分～２時３０分
定　員　３５人（先着順）
※１回につき５００円の参加費が必要です。また、事前に自分
の健康度をチェックする元気測定「かんたんコース」を行っ
ていただきます。
申込み　開催日の１か月前から健康ドーム元気測定室へ。申
込みは、ご本人に限ります。

うつ病家族教室
と　き　１月１８日（水）午後２時～４時
ところ　師勝保健所 大会議室
対　象　うつ病で治療中の方のご家族
内　容　○講演　「うつ病の正しい理解と接し方について」
　　　　　講師　精神保健福祉士
　　　　○交流・質疑
定　員　３０人（先着順）
申込み　１月１２日（木）までに師勝保健所健康支援課☎（２
３）５８１１へ。

健康づくりセミナー
と　き　１月１４日（土）午後１時３０分～２時４５分
ところ　健康ドーム 研修室
対　象　高校生以上の方
内　容　ストレッチや筋トレのワンポイントレッスン
講　師　小栗健氏（あいち健康プラザ健康運動指導士）　
定　員　３０人（先着順）
申込み　健康ドームトレーニング室へ。
※当日は動きやすい服装でお越しください。

今月の健康川柳：好ききらい　なくして食べよう　いただきます

平成24年　1月 18
※外科の受付時間は、各医療機関によって異なりますので、あらかじめお電話でお問い合わせください。

※変更になる場合があります

西部休日急病診療所　清須市西枇杷島町花咲８4
 ☎052（503）8277   

　救急病院をご紹介します「救急医療情報センター」☎（81）1133

内科・小児科
東部休日急病診療所　北名古屋市九之坪白山３９  
☎（23）0122 受付時間（9：30～１１：３０／13：00～16：30）

西春駅

←

白山 師勝保健所

健康ドーム
東部休日急病診療所東部休日急病診療所東部休日急病診療所

東部休日急病診療所担当医

日曜日、祝日に
　急病人が出たときは・・・休日診療

外科 歯科
受付時間 ※（10：00～17：00） （9：30～11：30）

外 科 歯 科 所在地所在地と　き

徳重クリニック

中山医院

湯浅医院

安藤クリニック

さはし内科クリニック

わかばファミリークリニック

ようていファミリークリニック

関谷医院

1/1（日）

2（月）

3（火）

8（日）

9（月）

15（日）

22（日）

29（日）

1/1
（日）

1/2
（月）

1/3
（火）

1/8
（日）

1/9
（月）

1/15
（日）

1/22
（日）

1/29
（日）

松尾整形外科
☎（23）6011

きとう医院
☎052（400）7211

ゆたかクリニック
☎052（408）0171

済衆館病院
☎（21）0811

杉山医院
☎（28）1181

びわじま整形外科
☎052（505）8778

済衆館病院
☎（21）0811

師勝整形外科
☎（23）4181

北名古屋市
片場

清須市
寺野

清須市
春日

北名古屋市
鹿田

豊山町
豊場

清須市
西枇杷島町

北名古屋市
鹿田

北名古屋市
鹿田

鬼頭歯科医院
☎052（400）3056

西春中央歯科
☎（23）0066

さかい歯科口腔外科医院
☎052（401）1182

アマノ歯科
☎（25）2348

鬼頭西市場歯科医院
☎052（400）0770

水野五条歯科
☎（21）4488

田中歯科
☎052（409）8241

山村デンタルクリニック
☎（27）2010

清須市
清洲

北名古屋市
九之坪

清須市
西田中

北名古屋市
九之坪

清須市
西市場

北名古屋市
鍜治ケ一色

清須市
朝日

北名古屋市
西之保



いき きい

名 称 実 施 日 時 間 対 象 ・ 詳 細
母子健康手帳
発行

4か月児健診

※BCG予防接種
も行います。

１０か月児健
診

1歳6か月児
健診
※歯を磨いてきて
ください。
2歳児むし歯
予防教室
※歯を磨いてきて
ください。

2歳6か月児
むし歯予防教
室
※歯を磨いてきて
ください。
3歳児健診
※歯を磨いてきて
ください。

育児相談・
栄養相談
母乳相談
（予約制）
発達相談
（予約制）

1月10日（火）・18日（水）・
25日（水）

1月13日（金）

1月27日（金）

1月18日（水）

1月25日（水）

1月11日（水）

1月12日（木）

1月19日（木）

1月26日（木）

1月25日（水）

1月25日（水）

1月10日（火）
1月26日（木）

10：00～10：30
  受付９：４0～9：55

8月2１日～31日生まれ
  受付13：00～13：15
9月1日～10日生まれ
  受付13：30～13：45
9月11日～20日生まれ
  受付13：00～13：15
9月21日～30日生まれ
  受付13：30～13：45
2月21日～3月10日生まれ
  受付13：00～13：45
3月11日～31日生まれ
  受付13：00～13：45

受付13：00～13：45

受付9：15～10：00

受付9：15～10：00

受付13：００～13：45

受付9：3０～11：00

受付9：3０～11：00

受付9：3０～11：00

持ち物：妊娠届出書、ボールペン
内　容：母子健康手帳の使い方や妊娠中の過ごし方などについ

て説明
対　象：平成23年8月21日～９月30日生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の4か月児健診問診票、

BCG予診票、バスタオル、体温計、ボールペン
内　容：健診、離乳食の話、BCG接種
※6か月未満児でBCG未接種の場合はご相談ください。

対　象：平成23年2月21日～3月31日生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の10か月児健診問診票、

バスタオル
内　容：健診、離乳食の話、歯の話、ブックスタート（絵本の

読み聞かせ）
対　象：平成2２年6月11日～30日生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の1歳6か月児健診問診

票、歯ブラシ、タオル
内　容：健診、歯科健診、フッ化物塗布、親子遊び　
対　象：平成21年12月生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の2歳児むし歯予防教室

問診票、歯ブラシ2本、タオル
内　容：むし歯予防の話、歯科健診、染め出し、フッ化物塗布、

個別相談
対　象：平成2１年7月生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の2歳6か月児むし歯予

防教室問診票、歯ブラシ2本、タオル
内　容：むし歯予防の話、歯科健診、染め出し、フッ化物塗布、

個別相談
対　象：平成20年12月1日～20日生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の３歳児健診問診票、視

力・聴力検査アンケート、歯ブラシ、タオル
内　容：健診、歯科健診、フッ化物塗布、親子遊び
※視力・聴力の検査は自宅で行ってきてください。
※当日、会場で尿検査を行います。
持ち物：母子健康手帳
内　容：身体計測、個別相談
持ち物：母子健康手帳

持ち物：母子健康手帳

成人保健事業
名 称 実 施 日 時 間 対 象 ・ 詳 細

成人健康相談・
心の健康相談

13：30～15：30 持ち物：健康手帳（お持ちの方のみ）
内　容：〔成人健康相談〕血圧測定、尿検査、栄養・健康相談
　　　〔心の健康相談〕不安・イライラ・不眠など心に関する
　　　　健康相談

1月23日（月） 

母子保健事業

※乳幼児健診・むし歯予防教室は、1時間30分～2時間ほどかかります。

　対象となる方で、実施日に水ぼうそうや手足口病など、集団感染しやす
い病気にかかっている方やかかっている恐れのある方は、保健センターまで
ご連絡ください。

平成24年　1月19
編集発行　北名古屋市役所総務部人事秘書課　〒481-8531　愛知県北名古屋市西之保清水田15
☎0568（22）1111　ＦＡＸ 0568（25）1800　ホームページhttp://www.city.kitanagoya.lg.jp/

東部休日急病診療所

母子保健事業・成人保健事業の会場は、すべて健康ドームです。
お問い合わせは、保健センター☎（23）4000へ。


